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訓
練
の
詳
細
は
防
災
特
集
号
の
村
民
だ
よ
り
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

 

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム 

 
 
 

（Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の

緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆

様
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。 

【
実
施
日
】
９
月
11
日
（水
） 

 
 

午
前
11
時
頃
お
よ
び
午
前
11
時
30
分
頃 

【
試
験
放
送
内
容
】 

 
 

「こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
。
」×

３
回 

 
 

「こ
ち
ら
は
、
防
災
小
笠
原
で
す
。
」 

 
  

防
災
無
線
下
り
チ
ャ
イ
ム 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
９
月
13
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田
捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３

東
京
都
島
し
ょ
地
域
中
小
企
業
等 

 
 
 
 
 

振
興
補
助
事
業
の
募
集 

 

（公
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ

地
域
の
振
興
に
係
る
事
業
を
新
た
に
行
う
中
小
企
業

等
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
事
業
者
】 

 
 

個
人
事
業
者
、
中
小
企
業
、
組
合
等
、
財
団
法

人
・
社
団
法
人
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
複
数

の
企
業
等
で
構
成
さ
れ
る
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
、

そ
の
他
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認

め
ら
れ
る
法
人
等
。 

 

※
た
だ
し
、
東
京
島
し
ょ
地
域
に
主
た
る
事
業
所

を
持
ち
、
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
（法
人
の

場
合
は
島
し
ょ
地
域
に
登
記
、
個
人
の
場
合
は

島
し
ょ
地
域
に
開
業
届
を
し
て
い
る
こ
と
）。 

※
創
業
予
定
者
の
場
合
は
、
事
業
完
了
ま
で
に
島 

し
ょ
地
域
に
登
記
ま
た
は
開
業
届
出
が
必
要
で
す
。 

【
対
象
事
業
】 

新
た
に
実
施
す
る
次
の
事
業 

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
振
興
に
関
す
る

事
業 

③
①
ま
た
は
②
に
関
連
し
た
事
業
展
開
に
関
す
る

事
業 

【
申
請
条
件
】 

 
 

補
助
申
請
は
、
（公
財
）東
京
都
中
小
企
業
振
興

公
社
が
実
施
す
る
「東
京
都
中
小
企
業
応
援
フ
ァ

ン
ド
地
域
資
源
活
用
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
助
成

事
業
」（以
下
「フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
」）へ
の
申
請

を
条
件
と
し
、当
該
助
成
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、

交
付
・
不
交
付
が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

 
 

な
お
、
10
月
７
日
ま
で
に
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業

へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

【
補
助
金
額
】 

 
 

対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内
で
１
千
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。 

※
た
だ
し
、
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
で
の
助
成
金
額
は

除
き
ま
す
。 

【
事
業
期
間
】
事
業
開
始
の
時
期
か
ら
２
年
以
内 

【
提
出
書
類
】 

 

〇
申
請
書 

 

〇
受
付
印
が
押
印
さ
れ
た
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の

申
請
書
類
一
式
の
写
し 

【
募
集
期
間
】
11
月
１
日
（金
）～
29
日
（金
） 

【
補
助
金
交
付
要
綱
配
布
先
お
よ
び
提
出
先
】 

《
父
島
》
産
業
観
光
課 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 

《
中
小
企
業
等
振
興
補
助
事
業
》 

 
 

（公
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

産
業
観
光
課 

          

２
―
３
１
１
４ 

 

《
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
》 

 
 

（公
財
）東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社 

０
３
―
３
２
５
１
―
７
８
９
５ 

 

医
療
費
助
成
（
○乳
・
○子
） 

医
療
証
の
更
新
時
期
で
す 

 

○乳
・
○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
制

度
対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。 

 

◎
医
療
証
の
更
新
方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

 

① 

村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
年
齢
要
件
を
満
た
す 

乳
幼
児
・
児
童
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
案
内
、
申

請
書
（現
況
届
）を
、
８
月
中
に
発
送
し
ま
し
た
。 

② 

９
月
17
日
（火
）ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と
次
の

添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
要
件
な

ど
資
格
該
当
審
査
を
行
い
、
助
成
対
象
者
に
は 

９
月
末
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

（ア
）健
康
保
険
証
の
写
し 

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
加
入
す
る

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

8/27現在 

父島 

96.4/100 

母島 

79.7/100 

 

７月気象状況   （父島） 

最高気温   31.5℃ 

最低気温   23.2℃ 

平均気温   26.9℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量   6.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（８/1）  
 

 

             2,551人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,073人   478人 
 

 
 

  世帯      1,163    254 

ＮＯ．６１９ 

平成25年(2013) 

９/１(日)  



  NO．619   平成 25（2013）年 9月 1日（日）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-2- 

（イ
）前
年
中
の
所
得
金
額
や
税
申
告
上
の
扶
養
者

数
、
税
控
除
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類
（今
年

の
１
月
２
日
以
降
に
村
に
転
入
さ
れ
た
方

な
ど
小
笠
原
村
で
所
得
の
確
認
が
で
き
な

い
方
の
み
）。 

税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
（平
成
25
年
度

の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
所
）の
役

所
で
交
付
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
更
新
日
の
前
後
に
内
地
滞
在
中
な
ど
の
予

定
が
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

 

◎

○乳
・
○子
所
得
制
限
に
つ
い
て 

 

制
限
額
は
児
童
扶
養
手
当
と
同
額
で
す
。
以
下
の

所
得
を
超
え
る
方
は
、
本
医
療
費
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。 

扶
養
者
（税
の
申
告
を
し
た
扶
養
親
族
）０
人
の
場

合
６
２
２
万
円
、
扶
養
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に 

38
万
円
を
加
算
で
き
ま
す
。
ま
た
、
老
人
扶
養
者
は

１
人
に
つ
き
さ
ら
に
６
万
円
加
算
し
ま
す
。 

※
所
得
と
は
、
給
与
所
得
者
は
給
与
所
得
控
除
後 

の
金
額
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
収
入
額
か
ら 

必
要
経
費
を
引
い
た
額
で
す
。
所
得
制
限
限
度
額 

 

は
、
所
得
か
ら
さ
ら
に
次
の
も
の
を
控
除
し
た
額 

に
よ
っ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

児
童
手
当
法
に
よ
る
控
除
８
万
円
、
雑
損
・ 

医
療
費
・
小
規
模
企
業
掛
金
の
相
当
額
、
特
別
障

害
者
控
除
40
万
円
、
障
害
・
勤
労
学
生
・
寡
婦(

夫)

控
除
27
万
円
、
寡
婦
特
別
控
除
８
万
円 

※
扶
養
人
数
と
は
、
税
の
申
告
し
た
扶
養
親
族
の
人

数
で
す
。 

 

◎
医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。 

 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

【
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
】 

 

《

○乳
お
よ
び

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

 
 
 

○乳
が
優
先 

 

《

○子
お
よ
び

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

 
 

○
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、

○親
が
優
先 

 
 

○
住
民
税
課
税
の
場
合
、

○子
が
優
先 

  

○子
・

○親
助
成
対
象
の
優
先
す
る
期
間
が
複
雑
に

な
り
ま
す
。
更
新
時
期
が
異
な
る
た
め
、
数
か
月
単

位
で
の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
基
づ
く
給
付
は
、

○子
や

○親
の
医

療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 

 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
要
保
護
世
帯
な
ど
の
特

定
疾
病
な
ど
の
場
合
に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る

の
で
、
医
療
機
関
で
の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
受
診
さ
れ
る
際
に

○子
・

○親

の
医
療
証
を
ご
提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

受
診
時
に
は
個
人
負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。 

 
な
お
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な
い

こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
医
療
助
成
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
領
収

書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

専
業
主
婦
・
主
夫
の
年
金
が 

改
正
さ
れ
ま
し
た 

 

原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の

方
が
「国
民
年
金
」に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
会
社
員
や
公
務
員
（第
２
号
被
保
険
者
）に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（専
業
主
婦
：
第
３
号
被
保
険

者
）は
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
夫
が
退
職
し
た
と
き
や
、
妻
自
身
の
年

収
が
増
え
た
時
な
ど
は
、
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り
替
え
の
届
出
を
し
て
、
保

険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
届
出
が
２
年
以
上
遅
れ
た
場
合
、
２
年
よ
り

前
の
期
間
は
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
保
険
料
の
未
納
期
間
が
発
生
し
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
年
金
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
よ

う
な
方
が
「特
定
期
間
該
当
届
」の
提
出
を
す
れ
ば
、

「未
納
期
間
」を
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
「受
給
資

格
期
間
」に
算
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。妻
が

会
社
員
、
夫
が
専
業
主
夫
の
場
合
も
同
じ
で
す
。 

次
の
ケ
ー
ス
で
、
国
民
年
金
の
切
り
替
え
の
届
出

（三
号
か
ら
一
号
）が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
未
納
期

間
が
発
生
し
た
方
は
す
ぐ
に
「国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
」ま
た
は
「年
金
事
務
所
」ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
】 

○
退
職
し
た 

○
脱
サ
ラ
し
て
自
営
業
を
始
め
た 

○
65
歳
を
超
え
た 

 

○
亡
く
な
っ
た 

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
離
婚
し
た
】 

【
妻
自
身
の
年
収
が
増
え
て
夫
の
健
康
保
険
証
の
被

扶
養
者
か
ら
外
れ
た
な
ど
】 

 

お
問
合
せ
や
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
65
歳
以
上
の

方
は
、
年
金
の
受
け
取
り
も
遅
れ
ま
す
。
ま
た
、   

65
歳
未
満
の
方
は
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ

な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０ 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 

平
成
25
年
度
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス 

  

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都
営

交
通
・
都
内
民
営
バ
ス
が
無
料
で
利
用
で
き
る
「東
京

都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の
方 

２
万
５
１
０
円 

②
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方   

 

１
千
円 

③
平
成
24
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方 

１
千
円 

【
有
効
期
限
】
平
成
26
年
９
月
30
日 

【
必
要
書
類
】 

①
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

②
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料 

納
入(

決
定)

通
知
書
な
ど
の
所
得
額
な
ど
を
確 

認
で
き
る
も
の 

  

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を 

 

10
月
１
日
現
在
で
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
全
国
お
よ
び
地
域
別

の
住
宅
・
土
地
の
詳
し
い
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
約
３
５
０
万
世
帯
を
対

象
に
行
わ
れ
ま
す
。 

皆
様
の
豊
か
な
住
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
大
切

な
調
査
で
す
の
で
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
調
査
時
期
】
９
月
下
旬
〜
10
月
上
旬 

【
調
査
対
象
】
国
の
平
成
22
年
国
勢
調
査
区
の
中
か

ら
約
５
分
の
１
の
調
査
区
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

そ
の
地
域
内
の
世
帯
、
全
国
で
約
３
５
０
万
世
帯

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
25
年
度
調
査
区
】 

 
 

父
島
字
西
町
お
よ
び
東
町
の
一
部
地
域 

【
調
査
事
項
】住
宅
の
広
さ
や
設
備
、敷
地
の
広
さ
、

住
宅
・
土
地
の
所
有
の
状
況
な
ど 

【
調
査
結
果
】 

調
査
結
果
は
、
統
計
的
に
処
理
し
、
報
告
書
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画
や
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

《
利
用
例
の
一
部
》 

○
都
道
府
県
や
市
町
村
に
お
け
る
公
営
住
宅
供
給

目
標
量
の
算
出 

○
市
町
村
に
お
け
る
耐
震
や
防
災
を
中
心
と
し
た

住
宅
や
都
市
計
画
づ
く
り
な
ど
の
施
策
の
策
定 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 
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小笠原村ふるさと寄附金の状況についてお知らせいたします。 
                               

                               

                                

「給
与
支
払
報
告
書
」の
電
子
デ
ー
タ
提
出 

 

所
得
税
の
法
定
調
書
（給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

な
ど
）は
、
あ
ら
か
じ
め
「支
払
調
書
等
の
光
デ
ィ
ス

ク
な
ど
に
よ
る
提
出
承
認
申
請
書
」を
所
轄
の
税
務

署
に
提
出
し
、
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場

合
に
は
、
書
面
に
よ
る
提
出
に
代
え
て
、
光
デ
ィ
ス

ク
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
。 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「法
定
調
書
の
光
デ
ィ
ス

ク
な
ど
に
よ
る
提
出
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/denshi- 

sonota/hoteichosho/hoteichosho.htm 

小
笠
原
村
で
も
、
平
成
26
年
度
分
の
「給
与
支
払

報
告
書
」か
ら
現
行
の
紙
の
様
式
の
ほ
か
に
、光
デ
ィ

ス
ク
な
ど
で
の
提
出
の
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。 

給
与
支
払
件
数
の
多
い
法
人
や
個
人
事
業
者
様
に

と
っ
て
は
、
経
費
削
減
、
事
務
の
省
略
化
に
つ
な
が

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

提
出
で
き
る
光
デ
ィ
ス
ク
の
種
類
や
、
デ
ー
タ
の

形
式
・
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
規
定
が
あ
り
ま
す
（任
意

の
デ
ー
タ
で
は
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。ご
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
10
月
末
ま
で
に
「承
認
申
請
」手
続
き

が
必
要
で
す
（テ
ス
ト
・
デ
ー
タ
の
提
出
を
い
た
だ
き
、

そ
の
デ
ー
タ
が
規
定
ど
お
り
で
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

め
る
か
な
ど
の
検
証
作
業
を
行
い
ま
す
）。 

村
の
窓
口
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、「給
与
支

払
報
告
書
の
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
よ
る
提
出
に
つ
い

て
」の
ご
案
内
な
ど
が
取
得
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
検

討
く
だ
さ
い
。 

http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/ 
 

zaisei/cat84/ 

地
方
税
の
手
続
き
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
電
子
的
に
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
（eLTAX

）。小

笠
原
村
で
は
平
成
25
年
11
月
下
旬
よ
り
サ
ー
ビ
ス

開
始
予
定
で
す
。
平
成
26
年
度
「
給
与
支
払
報
告
書
」

の
提
出
に
つ
い
て
も
対
応
予
定
で
す
。
詳
し
く
は

「eLTAX

と
は
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://www.eltax.jp/outline/index.html/ 

な
お
、
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
の
提
出
分
よ
り
、

基
準
年
（提
出
す
る
前
々
年
）の
給
与
支
払
報
告
書
の

 

「小笠原村ふるさと寄附」は平成２４年度に創設され、受付を開始した平成２４年６月から平成２５年３月末までの間に次

のとおりご寄附いただきました。これらの寄附金は、いったん「小笠原村ふるさと寄附基金」に積み立て、村振興のために有

効に活用させていただきます。 

皆様からのご支援に心よりお礼申し上げます。 
 

◆平成２４年度にご寄附をいただいた方 （申込順） 

お名前 ご住所 寄附金額 寄附金の使途 

堀 博晴 様 東京都 10,000円 指定なし 

小笠原警察署 署員会 様 お名前のみ公表 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

今村 滋 様 東京都 30,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

菅根 衛 様 お名前のみ公表 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

匿名希望 千葉県     20,000円 指定なし 

林 正博 様 埼玉県 120,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

天野 厚生 様 神奈川県 20,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

奥田 文潤 様 静岡県 20,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

伊藤義則・京子様、 

岩井 富子 様  
大分県 10,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

匿名希望 東京都 100,000円 教育・文化活動及びスポーツ振興に関する事業 

匿名希望 東京都 10,000円 指定なし 

笹山 隆 様 埼玉県 30,000円 指定なし 

匿名希望 神奈川県 30,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

杉田 正己 様 千葉県 200,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

杉田 次郎 様 千葉県 50,000円 教育・文化活動及びスポーツ振興に関する事業 

髙山 史 様 東京都 30,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

金子 陽一 様 東京都 5,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

横瀬 邦雄 様 埼玉県 20,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

林 正博 様 埼玉県 100,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

後藤章仁税理士事務所 

後藤章仁 様 
愛知県 30,000円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

品川 一郎 様 東京都 3,000,0000円 福祉施策の充実に関する事業 

匿名希望 神奈川県 50,000円 教育・文化活動及びスポーツ振興に関する事業 

              ※お名前の公表について、同意をいただいた方のみ掲載しています。 

 

◆受け入れ結果 

件数 寄附金額 

２２件 ３，９１０，０００円 

 

  

 

●問合せ先 財政課 ２－３１１２ 

◆使途別 

寄附金の使途 件数 寄附金額 

世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 １４件 ６４０，０００円 

福祉施策の充実に関する事業 １件 ３，０００，０００円 

教育・文化活動及びスポーツ振興に関する事業 ３件 ２００，０００円 

指定しない ４件 ７０，０００円 
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提
出
枚
数
が 

千
枚
以
上
で
あ
る
事
業
所
様
に
つ
い

て
は
、
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
（ま
た
は

eLTAX

）で
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

小
笠
原
小
学
校 
学
校
公
開 

 

今
回
は
、
母
島
小
学
校
（４
～
６
年
生
）の
児
童
も

参
加
し
て
の
学
習
交
流
で
行
い
ま
す
。 

保
護
者
・
地
域
の
方
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

【
日
程
】
９
月
13
日
（金
） 

【時
間
】 

《
１
～
３
年
生
》
５
校
時
ま
で 

午
前
８
時
～
午
後
２
時
15
分 

《
４
～
６
年
生
》
６
校
時
ま
で 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
50
分 

【
内
容
】 

《
父
母
交
流
会
（体
育
館
）》 

 
 
 

開
会
式
午
前
８
時
～ 

 

閉
会
式
午
後
３
時
30
分
～ 

《
昼
食
・
昼
休
み
・
清
掃
活
動
》 

 
 
 

午
後
０
時
５
分
～
１
時
15
分 

《
ス
キ
ル
タ
イ
ム
》 

 
 

 
 
 

午
後
１
時
15
分
～
１
時
30
分 

※
６
校
時
は
合
同
ク
ラ
ブ
活
動 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

第
46
回 

小
・中
・高
連
合
運
動
会 

 

【
日
時
】
９
月
29
日
（日
） 

 
 

午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時
10
分 

 

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
２
日
（水
）ま
た
は
３
日
（木
）

に
順
延
し
、
児
童
生
徒
競
技
の
み
で
実
施
と
な

り
ま
す
。 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
種
目
】 

 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（
男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
）

《変
更
点
》
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
実
施 

 
 
 
 
 

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
後
２
時 

 

○
職
場
対
抗
綱
引
き
（男
女
混
合
12
人
１
チ
ー
ム
） 

※
最
低
女
子
１
名
登
録 

《
変
更
点
》１
試
合
１
本
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
前
11
時
35
分 

 
 

※
今
年
度
よ
り
、短
距
離
走
の
一
般
参
加
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

《
申
込
方
法
》 

 
 
 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

９
月
25
日
（水
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

な
お
、
職
場
対
抗
綱
引
き
に
つ
い
て
は
、 

12
チ
ー
ム
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
時
点
で
締

め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
《
申
込
先
》
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

【
玉
入
れ
・
幼
児
種
目
・
南
洋
踊
り
】 

 

○
小
・
中
学
生
・
高
校
生
と
地
域
の
方
々
も
ご
参

加
い
た
だ
く
「
玉
入
れ
」
（
新
種
目
）
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。 

 

○
午
前
11
時
10
分
頃
開
始
し
ま
す
。 

○
小
学
校
に
就
学
す
る
前
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
種
目
「く
る
く
る
風
車
」も
あ
り
ま
す
。 

○
午
前
11
時
25
分
頃
開
始
し
ま
す
。 

 

○
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
小
学
校
３
年
生

を
中
心
に
、
児
童
・
生
徒
と
村
民
の
方
々
で
、

南
洋
踊
り
を
踊
り
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

《
参
観
に
つ
い
て
》 

 
 

○
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
学
校

前
・
支
庁
付
近
お
よ
び
学
校
上
の
都
道
な
ど

の
路
上
駐
車
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 

○
学
校
行
事
で
す
の
で
飲
酒
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
喫
煙
場
所
は
プ
ー
ル
前
の
１
カ
所
の
み
で
す
。 

 

 

《
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
》 

 
 

○
校
庭
開
場
時
刻
は
、
午
前
６
時
で
す
。
前
日

（
前
夜
）
の
テ
ン
ト
設
営
お
よ
び
場
所
取
り

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

テ
ン
ト
の
設
営
場
所
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
日
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確

認
い
た
だ
き
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
校
庭
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 
 

○
片
付
け
は
閉
会
式
後
に
お
願
い
し
ま
す
。 

《
競
技
に
つ
い
て
》 

 
 

○
競
技
に
ご
参
加
の
方
は
決
し
て
無
理
を
な
さ

ら
ず
、
け
が
防
止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ

い
。
け
が
は
原
則
と
し
て
自
己
責
任
と
な
り

ま
す
。
け
が
予
防
の
た
め
に
事
前
に
準
備
運

動
を
入
念
に
行
い
、
運
動
を
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
服
装
と
履
物
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
競
技
は
、
運
動
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
ス
パ
イ
ク
の
着
用
と
裸
足
で
の
参

加
は
危
険
で
す
の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。 

○
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍 

 

夏
休
み
中
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
大
会
や
行

事
な
ど
で
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

○
島
し
ょ
大
会 

３
位 

１
回
戦 

２
‐
０
三
宅
中 

２
回
戦 

０
‐
２
八
丈
合
同
チ
ー
ム 

３
回
戦 

０
‐
２
神
津
中 

【
小
笠
原
中
・
母
島
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】 

○
島
し
ょ
大
会 

２
位 

１
回
戦 

２
‐
０
大
島
一
中 

決
勝
戦 

０
‐
１
八
丈
富
士
中 

【
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】 

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
八
丈
島
大
会 

（島
し
ょ
小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
） 

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》
６
位 

予
選
リ
ー
グ
（２
位
通
過
） 

 

３
‐
０
ス
ー
ル
青
小 

０
‐
７
大
賀
郷
Ｆ
Ｃ 

準
々
決
勝 

０
‐
２
三
根
Ｓ
Ｃ 

５
位
決
定
戦
２
‐
０
Ｆ
Ｃ
三
宅 

 

０
‐
３
式
根
島
Ｓ
Ｃ 

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》
９
位 

予
選
リ
ー
グ
（敗
退
） 

 

０
‐
２
新
島
Ｆ
Ｃ 

０
‐
１
坂
上
Ｆ
Ｃ 

順
位
決
定
リ
ー
グ 

 

５
‐
０
Ｆ
Ｃ
利
島 

12
‐
０
ス
ー
ル
青
小 

１
‐
０
大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

大
会
期
間
中
は
各
島
の
選
手
た
ち
と
た
く

さ
ん
交
流
し
ま
し
た
。 

〇
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
振
興
会
主
催
フ
ッ
ト
サ
ル
小

笠
原
交
流
会 

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》
優
勝 

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》
３
位 

【
柔
剣
道
】 

○
東
京
少
年
柔
道
・
剣
道
練
成
大
会 

・
柔
道
錬
成
参
加 

・
剣
道
団
体
戦 

２
回
戦
に
出
場 

【
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】 

○
八
丈
島
遠
征
野
球
大
会 

８
月
５
日
～
８
日
に
、
都
内
少
年
野
球
チ
ー
ム

と
の
対
外
試
合
及
び
八
丈
島
で
開
催
さ
れ
た
交
流

野
球
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

勝
利
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
頑
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
チ
ー
ム

と
の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
南
ア
ル
プ
ス
市
中
学
生
親
善
交
流
】 

７
月
29
日
～
８
月
１
日
に
姉
妹
都
市
で
あ
る

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
へ
父
島
か
ら
12
名
、
母
島

か
ら
７
名
の
合
計
19
名
の
中
学
生
が
親
善
訪
問

し
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
る
中
、
バ
ー
ベ 

 
 

キ
ュ
ー
な
ど
の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
白
根
御
勅

使
中
学
校
生
徒
に
よ
る
学
校
紹
介
や
、
富
士
山
・

ク
ニ
マ
ス
の
見
学
、
郷
土
の
学
習
や
体
験
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 
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東
京
ド
ー
ム
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
戦  

小
笠
原
プ
レ
ゼ
ン
ト
デ
ー 

 

９
月
23
日
（月
）午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
る
東
京
ド

ー
ム
の
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
対
広
島
カ
ー
プ
戦
に
て
、

｢

世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
プ
レ
ゼ
ン
ト
デ
ー｣

を
開
催
し
、

小
笠
原
諸
島
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。 

先
着
２
万
名
に
配
布
さ
れ
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
で

は
、
当
選
者
に
小
笠
原
航
路
往
復
乗
船
券
や
特
産
品

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
試
合
前
に
は
東
京
ド
ー
ム
外
の
ス
テ
ー
ジ

Ｇ
‐
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
も
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用
】
９
月
１
日
付 

 

医
療
課
付 

 
 

下
川 

美
恵
〔看
護
師
〕 

 
 

 

名
取 

亨 

〔介
護
員
（任
期
付
）〕 

 
 

大
西 

貴
幸
〔介
護
員
（任
期
付
）〕 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
７
月
20
日
～
８
月
７
日 

○
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議 

○
関
東
の
港
湾
を
考
え
る
意
見
交
換
会 

○
関
東
地
区
港
湾
整
備
・
振
興
協
議
会
理
事
会 

○
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
東
京
都
協
議
会 

○
東
京
都
港
湾
整
備
振
興
大
会 

○
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
会 

○
基
地
交
付
金
要
望
（総
務
省
・
防
衛
省
） 

○
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
総
会 

○
平
成
26
年
度
東
京
都
予
算
要
望 

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
（フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
） 

○
45
周
年
記
念
式
典
案
内
（国
会
議
員
・
都
・
都

議
会
な
ど
）                       

な
ど 

 
 
 
 

 

  

島
嶼
会
館
開
業
の
お
知
ら
せ 

 

昨
年
10
月
よ
り
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
島
嶼
会

館
が
、
11
月
１
日
（金
）か
ら
開
業
い
た
し
ま
す
。
島

嶼
住
民
の
皆
様
に
は
、
長
い
間
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
島
嶼
会
館
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

な
お
、
新
し
い
会
館
の
施
設
構
成
や
宿
泊
料
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
本
日
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

【
予
約
受
付
開
始
】
10
月
１
日
午
前
10
時
よ
り 

【
宿
泊
業
務
開
始
】
11
月
１
日
よ
り 

 
●
問
合
せ
先 

 
                  

０
３
―
３
４
３
７
―
３
０
６
１ 

 

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る 

「島
し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 

 

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

 

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

(

祝
日
・
年
末
年
始

の
閉
庁
日
を
除
く
。) 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
当
日
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事

前
の
ご
予
約
も
受
付
け
て
い
ま
す
。 

【
事
前
予
約
】
月
～
金
曜
日 

(

祝
日
・
年
末
年
始
の

閉
庁
日
を
除
く
。) 

 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

東
京
都
生
活
文
化
局
広
報
広
聴
部
都
民
の
声
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

 

二
見
漁
港
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
移
設
工
事 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
二
見
漁
港
の
防
波
堤
改
良
工

事
を
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
期
間
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
本
工
事
に
お
い
て
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
移
設

を
実
施
し
ま
す
。
移
設
工
事
期
間
中
は
、
安
全
確
保

の
た
め
立
入
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
場
所
】 

 
 

二
見
漁
港
赤
灯
台
お
よ
び
海
洋
セ
ン
タ
ー
周
辺 

【
期
間
】 

 
 

９
月
上
旬
～
９
月
中
旬
（予
定
） 

 

●
問
合
せ
先 

支
庁
港
湾
課 

 
 

２
―
２
０
１
５ 

 

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会
の
開
催 

  

遊
漁
船
業
の
業
務
主
任
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

小
笠
原
で
の
講
習
会
の
開
催
は
５
年
に
一
度
で
す
。 

該
当
者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
船
舶
を
用
い
て
乗
客
を
漁
場
に
案
内
し
、
釣
り
な

ど
の
方
法
で
水
産
動
植
物
を
採
捕
さ
せ
る
事
業
を

遊
漁
船
業
と
い
い
ま
す
。こ
の
事
業
を
行
う
に
は
、

遊
漁
船
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
で
あ
り
、
業

務
主
任
者
の
同
乗
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
業
務
主
任
者
と
な
る
に
は
、
こ
の
講
習
の

受
講
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
す
で
に
選
任
さ
れ
て

い
る
業
務
主
任
者
も
５
年
ご
と
に
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

 
《
父
島
》
10
月
12
日
（土
）午
後
４
時
～
８
時
頃 

 

《
母
島
》
10
月
13
日
（日
）午
後
４
時
～
８
時
頃 

【
場
所
】 

 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
２
階
会
議
室 

【
申
し
込
み
方
法
】 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
係
で
配
布
し
て
い

る
受
講
申
込
書
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（郵
送
・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。 

【
講
習
会
テ
キ
ス
ト
の
購
入
】 

 
 

受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
「平
成
25
年
度

講
習
会
用
テ
キ
ス
ト
」の
購
入
が
必
要
で
す
。 

 

《
講
習
会
テ
キ
ス
ト
購
入
先
》 

 
 
 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
釣
り
団
体
協
議
会 

                                

０
３
―
３
２
６
５
―
４
１
９
３ 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
                 

０
３
―
５
２
７
５
―
７
０
７
７ 

http://www.zenturi-jofi.or.jp/yugyosen/ 

shuninshatext.html 
 

●
問
合
せ
先 

支
庁
産
業
課
水
産
係
２
―
２
１
０
５ 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
お
知
ら
せ 

 ◎
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

小
笠
原
警
察
署
で
は
、「
や
さ
し
さ
が
走
る
こ
の
街

こ
の
道
路
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
行
い
ま
す
。 

【
期
間
】
９
月
21
日
（土
）～
30
日
（月
） 

 

◎
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う 

 

○
飲
酒
運
転
の
根
絶 

 
 

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
は
禁
止

で
す
。自
転
車
に
つ
い
て
も
飲
酒
運
転
禁
止
で
す
。 

 

○
違
法
駐
車
の
禁
止 

 
 

島
内
で
路
上
駐
車
が
目
立
ち
ま
す
。
必
ず
駐
車

場
（車
庫
）に
止
め
ま
し
ょ
う
。 

 

○
一
時
停
止
の
徹
底 

 
 

一
時
停
止
標
識
の
あ
る
交
差
点
や
見
通
し
の
悪

い
交
差
点
で
は
、必
ず
一
時
停
止
し
左
右
の
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用 

 
 

「ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

○
上
半
身
裸
で
の
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う 

 
 

暑
く
て
も
運
転
に
相
応
し
い
服
装
で
お
願
い
し 

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 
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母
島
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催 

 
講
習
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
26
日
（木
）午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】 

 

○
交
通
安
全
の
講
話 

 

○
交
通
安
全
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞 

な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
駐
在
所 

 
 

３
―
２
１
１
０

 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、９
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
実
施
日
時
】
９
月
24
日
（火
）午
後
５
時
～
６
時 

【
実
施
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇 

な
ど
） 

 
 

求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込 

な
ど
） 

労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付 

な
ど
） 

 
 

雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付 

な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林 

受
付
お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
、
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
12
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、お
よ
び
18
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の

講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

パ
ス
の
有
効
期
間
は
受
講
し
た
日
か
ら
２
年

間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し

て
お
り
ま
す
。
（講
習
は
、
原
則
と
し
て
午
前

９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１
時
間
程
度
行
い

ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２
―
２
１
０
３ 

 

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
描
き
方 

実
務
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 

商
工
会
で
は
、
講
師
を
招
き
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

描
き
方
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

 

「ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
」は
上
手
く
活
用
す
れ
ば
、
比

較
的
に
低
コ
ス
ト
で
高
い
集
客
効
果
が
得
ら
れ
る
最

適
な
販
促
ツ
ー
ル
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

【
テ
ー
マ
】 

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
描
き
方
実
務
セ
ミ
ナ
ー 

【
講
師
】 

中
小
企
業
診
断
士
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
ク
リ
エ
ー
タ
ー 

中
辻
一
裕
氏 

【
日
時
】 

《
母
島
》
９
月
22
日
（日
） 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

《
父
島
》
９
月
22
日
（日
）午
後
３
時
～
５
時 

【
会
場
】 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
会
議
室 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
シ
ッ
プ
）２
階
会
議
室 

【
参
加
費
】
無
料
（筆
記
用
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
） 

※
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

動
物
愛
護
週
間 

 

９
月
20
日
（金
）～
26
日
（木
）は
動
物
愛
護
週
間

で
す
。
動
物
は
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
最
期
ま
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
９
月
21
日
（土
）、
23
日
（月
）の
２
日
間
、

東
京
都
で
は
環
境
省
や
動
物
愛
護
団
体
な
ど
と
と
も

に
「動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

（http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 

index.html

） 
 

●
問
合
せ
先 

 

(

公
社)

日
本
動
物
福
祉
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
７
４
０
―
８
８
５
６ 

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
環
境 

保
健
衛
生
課 

 
 
 
 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
１
２

 

 小
笠
原
高
等
学
校
公
開
講
座 

 

◎
管
楽
器
を
吹
い
て
み
よ
う
（初
め
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
） 

 

【
内
容
】 

 
 

数
種
類
の
管
楽
器
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
の
楽
器
の
取
り
扱
い
方
法
、
音
の
出
し

方
か
ら
簡
単
な
曲
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
成
り
立
ち
か
ら
、

鑑
賞
方
法
の
基
礎
を
解
説
し
ま
す
。 

【
日
時
お
よ
び
内
容
】 

①
10
月
６
日
（日
）午
前
９
時
～
正
午 

《
内
容
》
楽
器
選
び
・
音
の
出
し
方
。 

②
10
月
９
日
（水
）午
後
６
時
～
８
時 

《
内
容
》
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
聴
き
方
。 

③
10
月
12
日
（土
）午
前
９
時
～
正
午 

《
内
容
》
ド
レ
ミ
～
を
吹
い
て
み
る
。 

④
10
月
14
日
（月
）午
後
６
時
～
８
時 

《
内
容
》
曲
に
挑
戦
１
。 

⑤
10
月
17
日
（木
）午
後
６
時
～
８
時 

《
内
容
》
曲
に
挑
戦
２
。 

⑥
10
月
19
日
（土
）午
前
９
時
～
正
午 

《
内
容
》
合
わ
せ
て
吹
い
て
み
よ
う
。 

【
講
師
】
本
校
講
師 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
10
名
（希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な 

り
ま
す
。
） 

【
費
用
】
１
５
０
０
円
（受
講
料
） 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
９
月
２
日
（月
）～
９
月
12
日
（木
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 
 

                                       

２
―
２
３
４
１ 

 

小
笠
原
小
学
校
展
覧
会
展
示
品
の
募
集 

 

地
域
に
開
か
れ
た
展
示
会
を
目
指
し
て
、
今
年
度

小
笠
原
小
学
校
の
展
覧
会
で
は
、
地
域
の
皆
様
に
よ

る
作
品
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
振
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
展
示
会
日
時
】
11
月
22
日
（金
）・
23
日
（土
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
品
の
搬
入
場
所
・
日
時
】 

 

○
小
笠
原
小
学
校
体
育
館 

○
11
月
21
日
（木
）午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
品
内
容
】
食
品
・
書
写
以
外
の
手
作
り
の
物 

【
申
し
込
み
】
希
望
者
は
11
月
８
日
（金
）ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２ 
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ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
９
月
の
開
館
日 

お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
の
入
港
日
か
ら
出
港
日
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。 

◎
特
別
展 

《
本
館
》
「南
島
」～
カ
タ
チ
を
変
え
続
け
る
楽
園

の
生
き
も
の
達
～
２
会
場
に
て
開
催
中
。
南
島

で
見
ら
れ
る
生
き
物
も
水
槽
で
展
示
し
て
い

ま
す
。 

※
関
連
講
演
会
を
、
９
月
以
降
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

《
新
館
》
「小
笠
原
時
間
旅
行
展
」～
時
を
さ
か
の

ぼ
る
写
真
展
～
開
催
中
。
返
還
か
ら
昭
和
50
年

代
の
小
笠
原
を
中
心
と
し
た
、
な
つ
か
し
い
あ

の
風
景･･･

あ
の
建
物･･･

。 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
０
０
１ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
29
回
「月
の
か
ぐ
や
」 

月
に
帰
っ
た
か
ぐ
や
姫
、
そ
し
て
日
本
の
か
ぐ
や

衛
星
。二
つ
の
「か
ぐ
や
」の
お
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

月
を
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
９
月
11
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
９
月
10
日
（火
） 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

  

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
３
「追
加
募
集
」 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
３
を
開
講
し
て
お
り

ま
す
。 

申
し
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
開
催
日
】
火
・
木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
物
・

上
履
き
（父
島
の
み
） 

【
父
島
】 

《
初
回
（後
期
）》
９
月
12
日
（木
） 

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

（場
所
変
更
有
） 

《
内
容
》
筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維

持
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し

て
い
な
い
方
や
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た
い

方
向
け
の
内
容
で
す
。 

《
申
込
場
所
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

【
母
島
】 

《
時
間
》
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（屋
外
）を
中
心
に
、
身

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
な
ど
を
行
い

ま
す
。 

《
申
込
場
所
》
母
島
支
所
ま
た
は
母
島
明
老
会 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
９
月
27
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

茶
道
教
室
参
加
者
募
集 
 

◎
親
子
で
茶
道
・
体
験
講
座
（全
12
回
） 

 

【
対
象
】
４
歳
以
上
の
村
民
の
方
（初
心
者
向
け
、
親

子
で
参
加
で
き
る
方
） 

【
定
員
】
10
名
程
度
（先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
） 

【
日
時
】
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分 

９
月
28
日
、
10
月
12
日
、
10
月
19
日
、 

11
月
９
日
、
11
月
23
日
、 

12
月
７
日
、 

12
月
14
日
、 

１
月
11
日
、 

１
月
18
日
、 

１
月
25
日
、  

２
月
１
日
、 

２
月
15
日 

※
日
程
は
島
内
行
事
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
（旧
シ
ー
サ
イ
ド
浅
沼
） 

【
費
用
】
４
６
２
０
円 

《内
訳
》
１
回
に
つ
き
、お
茶
・
和
菓
子
３
５
０
円
、

保
険
代
30
円 

※
楊
子
・
お
懐
紙
の
必
要
な
方
は
別
途
５
０
０
円

（実
費
）が
必
要
で
す
。 

※
参
加
費
は
初
回
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

【
持
ち
物
】
楊
子
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
ま
た

は
ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ 

 

◎
花
月
講
座(

全
６
回) 

 

【
対
象
】
茶
道
経
験
者 

【
定
員
】
５
名
（先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
） 

【日
時
】 

９
月
29
日
、  

10
月
20
日
、
11
月
10
日
、 

12
月
８
日
、 

１
月
19
日
、      

２
月
16
日 

《内
訳
》
１
回
に
つ
き
、
お
茶
・
和
菓
子
３
５
０
円
、

保
険
代
30
円 

※
楊
子
・
お
懐
紙
の
必
要
な
方
は
「５
０
０
円
（実
費
）」 

※
参
加
費
は
初
回
に
お
持
ち
下
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。 

【
持
ち
物
】
楊
子
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
ま
た

は
ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ 

※
９
月
22
日
（日
）、
２
月
22
日
（土
）の
９
時
か
ら
、

会
場
や
お
道
具
の
準
備
、
片
づ
け
を
行
い
ま
す
の

で
、
小
学
校
高
学
年
以
上
の
方
は
、
お
手
伝
い
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
９
月
15
日 

【
主
催
】
小
笠
原
村
伝
統
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【
講
師
】
竹
田
宗
洋 

※
こ
の
事
業
は
、
「平
成
25
年
度
文
化
庁
文
化
芸
術

振
興
費
補
助
金
（文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
事
業
）」で
運
営
さ
れ
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

竹
田
洋
子 

         
  

０
９
０
―
１
０
２
１
―
０
４
１
０ 

電
子
メ
ー
ル 

ogasawarasadou@mail.goo.ne.jp 
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精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談
に
つ
い
て 

 

次
の
日
程
で
、
精
神
科
医
と
心
理
相
談
員
に
よ
る

講
演
会
、
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

◎
講
演
会 

～
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
「自
分 

の
考
え
方
の
ク
セ
」を
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～ 

 

現
在
、
治
療
が
必
要
な
ほ
ど
の
こ
こ
ろ
の
不
調
を 

抱
え
る
方
は
、
４
人
に
１
人
と
い
う
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。今
回
は
、ス
ト
レ
ス
と
も
関
連
す
る
「睡
眠
」

に
着
目
し
な
が
ら
、
自
分
の
「考
え
方
の
ク
セ
」を
知

っ
て
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
コ
ツ
を
一
緒

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
16
日
（月
）午
前
９
時
～
10
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
16
日
（月
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 

【
講
師
】
田
中
祐
氏
（東
京
都
精
神
保
健
福
祉
セ
ン 

タ
ー
医
師
） 

 

邑
口
紀
子
氏
（東
京
都
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

臨
床
心
理
士
） 

【
申
込
締
切
】
９
月
12
日
（木
）午
後
５
時
ま
で 

 

◎
「認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」 

 

以
前
に
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
「小
笠
原
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の

印
で
あ
る
「オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
授
与
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
17
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
講
師
】
田
中
祐
氏
（東
京
都
精
神
保
健
福
祉
セ
ン 

タ
ー
医
師
） 

金
児
千
鶴
（小
笠
原
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

【
申
し
込
み
締
切
】
９
月
12
日
（木
）午
後
５
時
ま
で 

 

◎
個
別
相
談 

 

「や
る
気
が
起
き
な
い
」「気
分
が
落
ち
込
む
」「お

酒
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
」な
ど
、ご
自
身
や
ご
家
族

で
お
困
り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
個
別

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
所
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
15
日
（日
）午
後 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
16
日
（月
）午
後 

 
 
 
 
 

９
月
17
日
（火
）午
前 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 

【
申
込
締
切
】
９
月
12
日
（木
）午
後
５
時
ま
で 

※
時
間
は
申
込
み
時
に
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ●
申
込
・
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所

２
―
２
９
５
１ 

 

育
児
学
級
・
離
乳
食
の
会 

 

栄
養
士
と
旬
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の
お
子

さ
ま
と
保
護
者 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
２
日
（月
）午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
・
お
や
つ
の
会 

 

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
さ
ま
の
食
事
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
対
象
者
》
離
乳
食
を
完
了
し
た
４
歳
未
満
の
お

子
さ
ま
と
保
護
者 

《
日
時
》
９
月
３
日
（火
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
持
ち
物
》
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 ●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、

計
測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前

に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
３
日
（火
）午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
19
日
（木
）午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

 

レ
ッ
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
！
音
楽
を
通
し
て
親
子
の

触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
、
手
遊
び
を
し
た
り
、
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
動
い
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

 

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
各

回
定
員
10
組
と
な
り
ま
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
10
日
（火
） 

９月の燃料油価格変動調整金 
 

 ９月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，１５３ （+1,089） 

２  等  品 ８，５８１ （+1,021） 

３  等  品 ８，００９ （+953） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９１７ （+109） 

０．０７５トン以下 ６９１ （+82） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，６３０ （+850） ２，３２０ （+430） 

１ 等 ９，２６０ （+1,700） ４，６３０ （+850） 

村民割引 
（往復）２等 ５，５６０ （+1,020） ２，７９０ （+520） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２５，２８０ （+2,710） １２，６５０ （+1,360） 

特 ２ 等 ３７，９２０ （+4,070） １８，９７０ （+2,040） 

１ 等 ５０，５６０ （+5,420） ２５，２８０ （+2,710） 

特 １ 等 ５８，４６０ （+6,270） ２９，２４０ （+3,140） 

特 等 ６３，２７０ （+6,780） ３１，６４０ （+3,390） 

２等（学割） ２０，２３０ （+2,170）  
２等 

（身体障害者割引） １２，６５０ （+1,360）  ６，３３０ （+680） 
村民割引 
（往復）２等 ３７，９３０ （+4,070） １８，９８０ （+2,040） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，４２０ （＋1,216） 

２  等  品 １５，２８６ （＋1,132） 

３  等  品 １４，０６２ （＋1,042） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６４５ （＋122） 

０．０７５トン以下  １，２２５ （＋91） 
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○
０
歳
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
20
分 

○
１
歳
～
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 
 

 
 

 
 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
20
分 

○
２
歳
～
３
歳
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 
 
 
 

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
11
日
（水
） 

 
 

 

○
１
歳
～
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 
 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
20
分 

○
０
歳
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 
 
 
 

午
後
３
時
30
分
～
３
時
50
分 

○
２
歳
～
３
歳
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 
 
 
 

午
後
４
時
～
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

【
講
師
】
藤
井
絹
枝
氏 

 
 
 
 
 

（音
楽
療
法
士
兼
、
臨
床
発
達
心
理
士
） 

 
 

 
 

 
 

本
橋
房
子
氏
（音
楽
療
法
士
） 

【
申
込
締
切
】
９
月
５
日
（木
）午
後
５
時
ま
で 

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

２
～
３
歳
の
方
は
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

子
育
て
相
談 

 

臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「癖
が
気
に
な
る
」「落
ち
着
き
が
な
い
」「ど
う
い
う

し
つ
け
を
し
た
ら
い
い
の
？
」な
ど
子
育
て
に
関
す

る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
９
日
（月
）午
後 

 
 
 
 
 
 
 

10
日
（火
）午
後 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
11
日
（水
）午
前 

※
申
し
込
ま
れ
た
時
点
で
日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
講
師
】
藤
井
絹
枝
氏 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

シ
ニ
ア
の
た
め
の
音
楽
時
間 

 

口
を
大
き
く
あ
け
て
歌
う
こ
と
は
、
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
健
康
に
と
て
も
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

専
門
の
講
師
か
ら
学
び
、
健
康
の
コ
ツ
、
上
手
に

歌
え
る
コ
ツ
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
方 

【
内
容
】
身
体
ほ
ぐ
し
、
綺
麗
な
声
で
歌
う
た
め
の

ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど 

【
母
島
】 

 
            

《
日
時
》
９
月
11
日
（水
）午
後
２
時
～
２
時
50
分 

 
 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
10
日
（火
） 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
講
師
】
藤
井
絹
枝
氏 

 
 
 
 
 

（音
楽
療
法
士
兼
、
臨
床
発
達
心
理
士
） 

 
 

 
 

 
 

本
橋
房
子
氏
（音
楽
療
法
士
） 

【
申
込
締
切
】
９
月
５
日
（木
）午
後
５
時
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
13
日
（金
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

 

《場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
持
ち
物
》
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

   

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
諸
島
は
、
海
洋
島
と
し
て
の
、
特
殊
な
生

態
系
が
評
価
さ
れ
世
界
自
然
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。 登

録
に
向
け
て
の
最
大
の
課
題
は
、
す
で
に
侵
入

し
た
外
来
種
を
ど
う
す
る
か
で
し
た
。 

も
と
も
と
小
笠
原
に
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
外
来

種
が
本
来
の
小
笠
原
の
自
然
体
系
に
著
し
く
影
響
を

与
え
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
小
笠
原
本
来
の
自
然

が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
侵
入

し
た
様
々
な
外
来
種
に
対
す
る
対
策
を
実
施
し
登
録

に
至
っ
た
わ
け
で
す
が
、
人
間
の
飼
っ
て
い
る
愛
玩

動
物
も
飼
い
方
に
よ
っ
て
は
危
険
な
外
来
生
物
に
な

り
ま
す
。 

９
月
20
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
が
、
動
物
愛
護

週
間
で
す
の
で
、
世
界
自
然
遺
産
の
島
、
小
笠
原
に

住
む
村
民
と
し
て
適
切
な
動
物
の
飼
い
方
を
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

【
動
物
は
正
し
く
終
生
飼
養
】 

飼
い
主
は
、
動
物
を
飼
育
す
る
う
え
で
、
そ
の

習
性
や
生
理
を
よ
く
理
解
し
、
愛
情
を
持
っ
て
終

生
飼
養
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
特
に
小
笠
原
で

は
山
や
川
に
放
逐
し
た
場
合
、
新
た
な
外
来
種
と

し
て
の
問
題
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の 

で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
健
康
管
理
に
気
を
配
り
、
犬
に
は
狂
犬
病
の

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

【
不
妊
・
去
勢
手
術
】 

「手
術
は
か
わ
い
そ
う
」と
思
わ
れ
る
人
も
い
ま

す
が
、
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
不
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
と
性
質
が
お
と
な

し
く
な
り
、
扱
い
や
す
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
ほ
か
、
生
殖
器
系
の
病
気
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。 

小
笠
原
村
で
は
、
飼
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。 

【
屋
内
飼
育
の
奨
励
】 

小
笠
原
に
は
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
や
メ

グ
ロ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
希
少

動
物
と
多
数
の
海
鳥
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
希
少
動
物
に
対
す
る
保
護
政
策
を
進
め
た
結

果
、
生
息
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
同
時

に
ネ
コ
に
よ
る
捕
食
事
故
も
目
撃
さ
れ
て
い
ま 

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
村
で
は
ネ
コ
の
屋

内
飼
養
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。 

【
犬
の
散
歩
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
】 

犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
犬
を
リ
ー
ド
で
き

ち
ん
と
つ
な
ぎ
散
歩
中
に
オ
シ
ッ
コ
を
し
た
場
合

は
直
ぐ
に
水
で
流
し
、
フ
ン
を
し
た
と
き
は
家
ま

で
持
ち
帰
る
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ル
ー
ル
を 

守
っ
て
散
歩
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
海
岸
で
の
放
し
飼
い
も
人
に
よ
っ
て
は

恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
配
慮
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

【
災
害
に
備
え
て
】 

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
は
人
命
第
一
で

す
。
飼
い
主
が
無
事
で
な
け
れ
ば
動
物
は
災
害
を

乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。
家
が
壊
れ
た
り
し
て
避
難
す

る
と
き
は
、
事
情
の
許
す
限
り
動
物
を
同
行
し
て

く
だ
さ
い
。
普
段
か
ら
人
や
ほ
か
の
動
物
を
怖
が

ら
な
い
、
嫌
が
ら
ず
に
ケ
ー
ジ
に
入
る
、
ト
イ
レ

は
決
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
る
、
な
ど
の
し
つ
け

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
動
物
の
た
め
の
防
災
用

品
（３
日
以
上
の
食
事
と
水
な
ど
）の
用
意
も
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
五
回
「小
さ
い
ノ
ス
リ
も
ワ
ケ
が
あ
る
」 

  

ノ
ス
リ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
ま
で
広
く

分
布
し
て
い
ま
す
。
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
は
、
小
笠
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原
群
島
の
み
に
生
息
す
る
ノ
ス
リ
の
固
有
亜
種
で
す
。

一
見
内
地
の
ノ
ス
リ
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
。 

 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
は
内
地
の
ノ
ス
リ
に
比
べ
て

体
が
小
さ
い
の
が
特
徴
で
す
。
島
に
定
着
し
た
動
物

は
、
大
き
な
種
は
小
型
化
し
、
小
さ
い
種
は
大
型
化

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ノ
ス
リ
は
体
が
大
き
な

鳥
で
す
か
ら
、
こ
の
法
則
の
と
お
り
と
言
え
ま
す
。 

 

           

体
が
大
き
い
と
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
資
源
が
必
要

で
す
。
小
さ
な
島
で
は
、
得
ら
れ
る
食
物
も
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
よ
り
少
な
い
食
物
で
生
活
で
き
る
小

型
の
個
体
の
方
が
、
生
き
残
り
や
す
く
な
る
で
し
ょ

う
。こ
う
し
て
、小
笠
原
に
住
み
始
め
た
ノ
ス
リ
は
、

小
型
化
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

一
方
で
、
北
半
球
の
動
物
は
、
南
に
い
く
ほ
ど
体

が
小
さ
い
傾
向
が
あ
り
、
ベ
ル
グ
マ
ン
の
法
則
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
方
が
、
体
の
熱
を
外
に
逃

が
し
や
す
く
、暑
い
場
所
に
適
し
て
い
る
た
め
で
す
。

お
風
呂
に
比
べ
て
、
コ
ッ
プ
の
お
湯
の
方
が
冷
め
や

す
い
の
と
同
じ
原
理
で
す
。 

 

小
笠
原
は
「南
の
島
」な
の
で
、
ノ
ス
リ
が
小
さ
い

こ
と
に
も
う
な
ず
け
ま
す
。
も
し
北
の
島
な
ら
、
大

き
か
っ
た
か
小
さ
か
っ
た
か
、
ど
ち
ら
だ
っ
た
で 

し
ょ
う
ね
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
教
育
課
２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

「イ
ル
カ
の
音
響
調
査
」 

 

イ
ル
カ
は
、
「ホ
イ
ッ
ス
ル
」と
呼
ば
れ
る
口
笛
の

よ
う
な
高
く
、
長
い
音
を
使
っ
て
、
仲
間
同
士
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

父
島
の
沿
岸
付
近
に
生
息
し
て
い
る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
や
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
も
こ
の
ホ
イ
ッ
ス

ル
を
発
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
分
か
れ
ば
、

鳴
き
声
か
ら
種
類
を
見
分
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
こ
で
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
帝
京
科
学
大
学
と
共
同
で
、

専
用
の
水
中
マ
イ
ク
で
イ
ル
カ
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
録

音
し
、
そ
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
録
音
に
使
用
す
る
水
中
マ
イ
ク
は
、
大
き
さ
が

20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
円
柱
状
の
形
を
し
て
い
て
、
最
長

で
２
０
０
時
間
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

                 

現
在
、
イ
ル
カ
を
発
見
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
水

中
マ
イ
ク
を
沈
め
、
イ
ル
カ
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
録
音

し
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
戻
っ
て
、
録
音
し
た
音
声

を
再
生
す
る
と
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
音
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
、
録
音
し
た
音
声
の
中
に
は
、
甲
殻
類
が

出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
パ
チ
パ
チ
と
い
う
雑
音
だ

け
が
入
っ
て
い
て
、
イ
ル
カ
の
鳴
き
声
が
全
く
入
っ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
調
査
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
少
し
ず
つ
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
マ
イ
ク
を
海
底
に
沈
め
て
お
き
、
い

つ
イ
ル
カ
が
や
っ
て
来
る
の
か
も
調
べ
る
予
定
で
す
。

新
し
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
、
ま
た
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会  

 
 
 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
148 

 

◎
大
村
海
岸
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
終
了 

  
 

大
村
海
岸
に
産
卵
上
陸
す
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に

個
体
識
別
用
の
標
識
装
着
や
、
体
長
計
測
、
産
卵

巣
位
置
の
確
認
、
更
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
「人
」の
影

響
を
受
け
ず
、
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
海
岸
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
５
月
15
日
か
ら
開
始
し

た
大
村
海
岸
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
は
、
８
月
15

日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
一
晩
で
18

頭
も
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
６
頭
も
産
卵
す
る
夜

が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
を
実
施
し
た
82
日
間
で
延

べ
４
５
１
頭
の
上
陸
が
あ
り
、
１
３
７
回
の
産
卵

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

８
月
に
入
り
上
陸
数
も
減
っ
て
来
ま
し
た
が
、

ま
だ
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
産
卵
見
学
の
際
に
は
以
下
の
注
意
点
を
し

っ
か
り
守
っ
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
産
卵
見
学
注
意
点
】 

○
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
側
か
ら
海
岸
に
入
る 

○
ウ
ミ
ガ
メ
の
前
に
立
た
な
い 

○
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
ら
動
か
ず
通
り
過
ぎ
る

の
を
待
つ 

○
ラ
イ
ト
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
探
さ
な
い
・
照
ら
さ
な
い 

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
の
写
真
撮
影
は
し
な
い 

○
立
入
禁
止
区
域
に
は
入
ら
な
い
（大
村
海
岸
植

栽
地
・
自
衛
隊
敷
地
内
・
気
象
庁
敷
地
内
） 

○
ウ
ミ
ガ
メ
や
卵
に
触
ら
な
い 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://bonin-ocean.net 

 

                              

 

 

イルカの声を録音する水中マイク 

 

 

http://bonin-ocean.net/
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便潜血検査を受けた人のうち、1000人に１～２人です。 

便潜血検査で 

「要精密検査」という結果が出るのは約７％。 

そして、精密検査の後に実際に 

大腸がんと診断されるのは約0.1～0.2％で、 

そのうちの約70％が「早期がん」です。 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うちむら かずみ）です。

うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早くみなさんに覚えて

いただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に挑戦してみようかと思っていま

す！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

① 受付窓口で２日分の採便用器と採便シート、問診表を

受け取ります。 

② 便器に採便シートを敷く。 

（採便シートは、便器の水溜部にのせる紙です。この上に 

排便することで簡単に便が取れ、そのまま流せます。） 

③ 容器からスティックを抜き、便の表面をまんべんなく 

こすりとります。 

④ 容器にしまい、なるべく冷暗所で保存してください。 

便は２日分とります。 

（基本的には、提出日前日、当日分になります。） 

便潜血検査の受け方 

採
便
シ
ー
ト 

先端の溝が埋まるくらい

にとってください。 

クジラ：ふむふむ。メリットの多い検査なのですね。 

保健師：そうですね。でも、便潜血検査は完璧ではあ

りません。見逃しや、逆に大腸がんではない

のに「大腸がんかもしれない」と言われる可

能性もあります。それだけに、毎年受診して

健康状態を見ることが大切なのです。４０歳

以上の人は、自覚症状がなくても毎年検診を

受けましょうね。 

クジラ：よし、ぼくも必ず受けよう！あとは、野菜を

たくさん食べるようにしていくよ！ 

保健師：食事や運動で、予防もしてきましょう！ 

⑤ 問診票を記入の上、 

受付窓口に提出してください。 

 

女性がなるがん、男性がなるがんの 第2 位です 

早期に発見されれば、９０％以上が完治します。 

 

簡単・安心・安い（村では無料です） 

便潜血検査による大腸がん検診は、がん検診の中でも死

亡率が下がることが最もよく証明されています。 

便潜血検査による大腸がん検診を受けた人では、死亡率

が60～80％低下し、進行がんが50％減ります。 

増えている大腸がん 

便潜血検査のメリット 

早期の発見が大事！ 

がんが見つかる割合は？ 

４０歳以上 

９月６日（金）、12日（木）、18日（水） 

 
父島午前８時～11時 

母島午前８時～9時 

村役場福祉係、母島支所 

9月 13日（金午後５時１５分まで 

早期には自覚症状はほとんどありません。そのため、対象

である40歳以上の方は毎年検診を受けましょう。 

 

自覚症状は？ 

（８月19日より開始しています） 

【対象者】 

【申込および 

容器の受取】 

【提出日】 

【提出時間】 

【受付・提出窓口】 



高校図書館開放 敬老大会（父島）

防災訓練 医療費助成（乳・子）医療証の更新申込締切

小笠原高等学校公開講座申込期間（～１２）

育児学級 離乳食の会（母島）

入港日 出港日

乳幼児健診・歯科健診（母島）

育児学級 おやつの会（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

定期予防接種 動物愛護週間（～２６）

子育てセミナー申込締切

シニアのための音楽時間申込締切

出港日 入港日

秋の全国交通安全運動（～３０）

ブラックボードの描き方セミナー開催

高校図書館開放

高校図書館開放 敬老の日の集い（母島）

東京ドームジャイアンツ戦小笠原プレゼントデー

入港日

子育て相談（父島） 出港日

シニアのための音楽時間（父島） 母島巡回労働相談

子育てセミナー（父島）

ギャラクティ・キッズ申込締切

村議会第３回定例会（１日目）

子育てセミナー（母島）

子育て相談（母島） 村議会第３回定例会（３日目）

防災行政無線を用いた全国一斉の緊急情報伝達試験 定期予防接種

村民相談 交通安全講習会（母島）

シニアのための音楽時間（母島）

出港日 電話による無料法律相談

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習の実施

いきいき体操教室２０１３

精神保健福祉巡回相談申込締切 入港日

村議会第３回定例会（２日目） 28 土
ヘルスアップ教室(父島）

小笠原小学校学校公開 高校図書館開放（連合運動会延期の場合）

行政相談 第46回小・中・高連合運動会

入港日

高校図書館開放

茶道教室参加者募集締切

日

18 水

19 木

20 金

21 土

土7

10

12

13

9

木

金

日8

5

66

火

水

木

金

日付 曜日 行　事　予　定

1 日

2

行　事　予　定日付 曜日

16 月

日22

15

17 火

水11

月

火

月

3

4

14 土

26 木

27 金

29 日

30 月

2323 月

24 火

25 水

敬老の日 

秋分の日 


